
■ 令和7年度入学生　　駿河総合高等学校　教育課程　(鳥瞰)
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デザイン
必履修科目等 自己実現選択科目 黒字：普通科目，　紫字：商業科目 ※原則として、５人以上を開講条件とする。 (注５）簿記の単位数は3～6。履修方法は4通り。

赤字：家庭科目，　緑字：福祉科目 （注１） 「前半」「後半」付帯科目は継続履修 　2年で3単位、3年で3単位、2年で6単位、2年と3年で6単位

総合選択科目 橙字：美術科目，　青字：工業科目 （注２） 学校設定科目は、科目名に○を付している 簿記※は、2年次簿記選択者が選択できる

茶字：体育 （注３） 2年次理科基礎科目(連動)（理科選択科目群）は、前半に生物、物理（自己実現科目群A）を合わせて4時間で集中して履修する

（注４） 2年次生物、物理（自己実現科目群A）は、後半に生物基礎、物理基礎(連動)（理科基礎科目群）を合わせて4時間で集中して履修する

インテリア計画 インテリア装備

芸術選択科目群

1
年
次

現代の国語 言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学A 化学基礎 体育 産業社会と人間
総合的
な探究
の時間

生活文化
（家庭・福祉・ス

ポーツ）

住生活デザイン

社会福祉基礎
介護福祉基礎

社会福祉基礎
介護福祉基礎

LHR

2
年
次

共通 理科選択科目群 総合選択科目群Ⅰ 自己実現A 共通

人文社会

保健

音楽Ⅰ
美術Ⅰ
工芸Ⅰ
書道Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ 論理・表現Ⅰ 家庭基礎 情報Ⅰ

（物理基礎）
生物基礎
地学基礎

工業技術基礎
簿記

製図
簿記

工業情報数理地理総合

化学(前半)
物理(前半)
生物（前半)

ものづくり総合
LHR

日本史探究(前半)
世界史探究(前半)

日本史探究(前半) ○論理・表現Ⅰ研究

○英語コミュニケーションⅠ演
習

○英語コミュニケーションⅠ演
習

スポーツ概論 音楽Ⅱ
美術Ⅱ
工芸Ⅱ構成(前半)

ビジネス総合

簿記(６単位) ビジネス基礎
ビジネスコミュニ

ケーション

公共

科学と人間生活
物理基礎（連

動）
生物基礎（連

動）
物理基礎
生物基礎

国語表現 古典探究

スポーツ概論

地理探究
日本史探究（後半）
世界史探究（後半）

地理探究
日本史探究(後半)

素描(前半) ビジュアルデザイン

3
年
次

共通 総合選択科目群Ⅱ 総合選択科目群Ⅲ 総合選択科目群Ⅳ

数学B(2)・数学C(2)

論理国語 文学国語 数学Ⅱ 体育 保健 英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

自然科学

論理・表現Ⅰ※

生物基礎演習

ものづくり総合 実習(工業) ○製図演習 課題研究(工業)電気回路 機械設計

生物(後半)
化学(後半) 理数探究

自然科学

物理（後半） 数学Ⅲ ○数学ⅠⅡA演習

論理国語 文学国語

人文社会

プログラミング

フードデザイン ファッション造形基礎

生活支援技術

ビジネス総合

商品開発と流通 総合実践

情報処理
課題研究(商業)

課題研究(家庭)

こころとからだの理解

生活文化
（家庭・スポー

ツ・福祉）
こころとからだの理解

体育

〇言語文化演習

政治経済 政治経済

○英語コミュニケーションⅡ演
習

○英語コミュニケーションⅡ演
習

○英語コミュニケーションⅠ研
究

○論理・表現Ⅰ
研究

(注６)２年次総合選択科目群Ⅰ「論理・表現Ⅰ」※は１年次の継続履修で
はない。1年次の内容を発展させた内容を扱う。

情報処理
マーケティング

栄養

情報処理
マーケティング

栄養

クラフトデザイン

音楽Ⅲ
美術Ⅲ

総合的
な探究
の時間

LHR
ビジネスコミュニ

ケーション

自己実現B 共通

総合的
な探究
の時間

数学B(1)・数学C(2)

物理基礎
生物基礎
地学基礎

保育基礎

物理基礎演習 化学基礎演習

演奏研究 鑑賞研究 美術概論
素描(後半) 美術史

スポーツⅡ スポーツ総合演習

簿記※
マーケティング

簿記※
マーケティング

ソフトウェア活用　財務会計Ⅰ 原価計算

情報処理 情報処理

フードデザイン

情報メディアデザイン 環境造形
構成(後半)

保育基礎


